
ハ

当
該
土
地
の
地
下
水
汚
染
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
範
囲
で
あ
っ
て
、
基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
の
周
縁
の
地
点
に

観
測
井
を
設
け
、
一
年
に
四
回
以
上
定
期
的
に
地
下
水
を
採
取
し
、
当

該
地
下
水
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質
の
量
を
、
第
六
条
第
二
項
第
二

号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
た
結
果
、
地
下
水
汚
染

が
当
該
土
地
の
区
域
外
に
拡
大
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
隣
り
合
う
観
測
井
の
間
の
距
離
は
、
三
十
メ
ー

ト
ル
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

ハ

当
該
土
地
の
地
下
水
汚
染
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
範
囲
で
あ
っ
て
、
基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
の
周
縁
に
観
測
井

を
設
け
、
一
年
に
四
回
以
上
定
期
的
に
地
下
水
を
採
取
し
、
当
該
地
下

水
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質
の
量
を
第
六
条
第
二
項
第
二
号
の
環
境

大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
、
地
下
水
汚
染
が
当
該
土
地
の
区

域
外
に
拡
大
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
隣
り
合
う
観
測
井
の
間
の
距
離
は
、
三
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
は

な
ら
な
い
。

ニ

（
略
）

ニ

（
略
）

二

（
略
）

二

（
略
）

イ

当
該
土
地
の
地
下
水
汚
染
の
状
況
そ
の
他
の
汚
染
除
去
等
計
画
作
成

の
た
め
に
必
要
な
情
報
に
つ
い
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
土
壌
の
採
取

及
び
測
定
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
。

（
新
規
）

ロ

評
価
地
点
及
び
目
標
地
下
水
濃
度
を
定
め
る
こ
と
。

（
新
規
）

ハ

当
該
土
地
に
お
い
て
土
壌
汚
染
に
起
因
す
る
目
標
地
下
水
濃
度
を
超

え
る
汚
染
状
態
の
地
下
水
汚
染
の
拡
大
を
的
確
に
防
止
で
き
る
と
認
め

ら
れ
る
地
点
に
透
過
性
地
下
水
浄
化
壁
を
設
置
す
る
こ
と
。

イ

当
該
土
地
に
お
い
て
土
壌
汚
染
に
起
因
す
る
地
下
水
汚
染
の
拡
大
を

的
確
に
防
止
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
地
点
に
透
過
性
地
下
水
浄
化
壁

（
汚
染
さ
れ
た
地
下
水
を
通
過
さ
せ
る
過
程
に
お
い
て
、
特
定
有
害
物

質
を
分
解
し
、
又
は
吸
着
す
る
方
法
に
よ
り
、
当
該
汚
染
さ
れ
た
地
下

水
を
地
下
水
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
備
え
た
設
備

で
あ
っ
て
、
地
中
に
設
置
さ
れ
た
設
備
を
い
う
。）を
設
置
す
る
こ
と
。

ニ

当
該
土
地
の
目
標
地
下
水
濃
度
を
超
え
る
汚
染
状
態
の
地
下
水
汚
染

が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
あ
っ
て
、
基
準
不

適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
の
周
縁
の
地
点
に
観
測
井
を
設
け
、
一
年
に
四

回
以
上
定
期
的
に
地
下
水
を
採
取
し
、
当
該
地
下
水
に
含
ま
れ
る
特
定

有
害
物
質
の
量
を
、
第
六
条
第
二
項
第
二
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方

法
に
よ
り
測
定
し
た
結
果
、
目
標
地
下
水
濃
度
を
超
え
る
汚
染
状
態
の

地
下
水
汚
染
が
当
該
土
地
の
区
域
外
に
拡
大
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
ハ
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
地
下
水
を
通
過
さ
せ
る
過
程

に
お
い
て
、
特
定
有
害
物
質
を
分
解
す
る
方
法
に
よ
り
、
目
標
地
下
水

濃
度
を
超
え
な
い
汚
染
状
態
に
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
地
下
水

に
含
ま
れ
る
当
該
特
定
有
害
物
質
の
分
解
生
成
物
の
量
を
、
第
六
条
第

二
項
第
二
号
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
た
結
果
、
地

下
水
基
準
を
超
え
る
汚
染
状
態
の
地
下
水
汚
染
が
当
該
土
地
の
区
域
外

に
拡
大
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

隣
り
合
う
観
測
井
の
間
の
距
離
は
、
三
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
は
な
ら

な
い
。

ロ

当
該
土
地
の
地
下
水
汚
染
が
拡
大
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
範
囲
で
あ
っ
て
、
基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
の
周
縁
に
観
測
井

を
設
け
、
一
年
に
四
回
以
上
定
期
的
に
地
下
水
を
採
取
し
、
当
該
地
下

水
に
含
ま
れ
る
特
定
有
害
物
質
の
量
を
第
六
条
第
二
項
第
二
号
の
環
境

大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
測
定
し
、
地
下
水
汚
染
が
当
該
土
地
の
区

域
外
に
拡
大
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
隣
り
合
う
観
測
井
の
間
の
距
離
は
、
三
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
は

な
ら
な
い
。

ホ

ニ
の
測
定
の
結
果
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
す
る
こ
と
。

ハ

ロ
の
測
定
の
結
果
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
す
る
こ
と
。

五

（
略
）

一

（
略
）

五

（
略
）

一

（
略
）

イ

基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
及
び
深
さ
そ
の
他
の
土
壌
汚
染
の
状

況
並
び
に
そ
の
他
の
汚
染
除
去
等
計
画
の
作
成
の
た
め
に
必
要
な
情
報

に
つ
い
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
土
壌
の
採
取
及
び
測
定
そ
の
他
の
方

法
に
よ
り
把
握
す
る
こ
と
。

イ

基
準
不
適
合
土
壌
の
あ
る
範
囲
及
び
深
さ
に
つ
い
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ

に
よ
る
土
壌
の
採
取
及
び
測
定
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
把
握
す
る
こ

と
。
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